
第１部
研究発表

「伝内柿」という品種の魅力
新潟食料農業大学
教授　松本 辰也

食べて語ろう「伝内柿」
伝内柿や他の品種の試食、情報交換を行います

「伝内柿」のルーツを探る旅報告
新潟食料農業大学

アグリコース４年　長澤 妃菜

渋くない「伝内柿」をつくる
新潟食料農業大学大学院
修士課程２年　郎 笑杰

受粉が着果や果実品質に及ぼす影響
新潟食料農業大学

アグリコース４年　石坂 隼

第2部
パネルディスカッション

【司会】
　新潟食料農業大学　教授　松本 辰也

そうえん農場 下條 荘市 氏
新発田市向中条 中野 耕栄 氏
松本ゼミ卒業生 東條 眞太郎 氏

【主催】新潟食料農業大学　【共催】たいない特産品研究会
連絡先　新潟食料農業大学 社会連携推進課（新潟キャンパス） TEL：025-212-3301

オリジナルキャラクター
伝内柿子さん

2024年

10：00～12：00
会場　新潟食料農業大学 胎内キャンパス

11月23日（土）

セミナープログラム

お申込み方法 裏面の申込用紙にご記入の上、FAXまたはメールでお申し込みください

申込み締切 11月15日（金）

参加無料

話題提供者

新潟食料農業大学で果樹園芸学を研究している松本ゼミでは2022年から「伝内柿」について調
査を実施しています。約250年前に黒川の殿様が導入したと言われ、この地域にだけ栽培されて
きた貴重な品種であること、糖度が現在流通している柿とは比べ物にならないほど高いこと、渋い
果実が発生する原因がわかったこと等々。今までにわかったことを地域の皆様にお伝えし、皆様か
らも「伝内柿」に関する思い出や情報をお聞かせいただきたいと考えセミナーを計画しました。
また、苗木をご希望される参加者には、2025年秋無料配布予定の苗木の仮予約もお受けします。

新潟食料農業大学で果樹園芸学を研究している松本ゼミでは2022年から「伝内柿」について調
査を実施しています。約250年前に黒川の殿様が導入したと言われ、この地域にだけ栽培されて
きた貴重な品種であること、糖度が現在流通している柿とは比べ物にならないほど高いこと、渋い
果実が発生する原因がわかったこと等々。今までにわかったことを地域の皆様にお伝えし、皆様か
らも「伝内柿」に関する思い出や情報をお聞かせいただきたいと考えセミナーを計画しました。
また、苗木をご希望される参加者には、2025年秋無料配布予定の苗木の仮予約もお受けします。

新潟食料農業大学主催 公開市民講座 第１回「伝内柿」新潟食料農業大学主催 公開市民講座 第１回「伝内柿」

江戸時代から地域で親しまれてきた柿江戸時代から地域で親しまれてきた柿

「伝内柿」「伝内柿」
について知ろう

（胎内市平根台2416） （J202教室）
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